
令和７年度 知財金融事業

最終報告会
令和８年３月２日（月）
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本日のアジェンダ

2

■知財金融事業のご紹介（20’）

本事業概要及び本年度取り組み結果の共有 13:00～13:20 （20‘）

■基調講演

「企業価値担保権の施行に向けた取り組みおよび金融機関への期待」（40‘）

金融庁監督局総務課事業性融資推進室長 水谷 登美男氏 13:20～13:50 （30‘）

質疑応答 13:50～14:00 （10‘）

■金融機関が求める知財ビジネス報告書の書き方について（30‘）

IP Valuation特許事務所 松本 浩一郎氏 14:00～14:20 （20‘）

質疑応答 14:20～14:30 （10‘）

■無形資産時代における知財金融推進の必要性（30‘）

株式会社百五銀行法人コンサルティング部 中川 政和氏 14:30～14:50 （20‘）

質疑応答 14:50～15:00 （10‘）

■閉会のご挨拶（5‘） 15:00～15:05 （5’）
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知財金融事業の概要および本年度スケジュール



知財金融とは

金融機関が、企業の知恵や工夫を中心とした経営資源を、

知財に着目して理解した上で、事業や経営の支援を行うこと

経営資源が乏しい中小企業においては、経営資源そのものに着目した分析の方が、中小企

業の事業競争力の理解には、有益であるという考え方がある。

そして、中小企業の経営資源としては、ヒト・モノ・カネが潤沢でないという状況が一般的である

ため、最も重要で着目すべき経営資源は、技術、ノウハウ等の知恵や工夫といえる。知財はその

ような知恵や工夫を体現するものであることから、中小企業の事業競争力理解の上で知財に着

目することは非常に有効である。

背景となる考え方

（金融機関と中小企業の関係から）

知財金融
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知財金融事業は、中小企業の事業の成長性可能性について、知財に着目して理解・評

価した上で、資金調達等が図られる仕組みを構築することを目的としている

中小企業

を取り巻く

課題

経営資源が

限られている

ヒト モノ

カネ 情報

中小企業として

•多くの中小企業が自力で企業戦略を

構築し、開示するまでには至っていない

金融機関として

•非財務情報の評価の必要性を感じて

いるが、 中小企業の資金調達に必ず

しも結びついていない状況

背景

競争力の源泉としての知財·無形資産の重要性が高まっている

✓ 「知財・無形資産の投資・活用戦略の開示及びガバナンスに

関するガイドラインVer.2.02」 2023年3月に策定

どのような形で知財・無形資産の投資・活用戦略を開示すれば、

投資家や金融機関から適切に評価されるかを示したもの

競争力の源泉となる知財・無形資産の投資・活用戦略の開示により、

企業価値を向上させる動きが活発化しようとしている

参考: 2023年6月9日「知的財産推進計画2023」1

仕組み構築

知財・無形資産

の投資・活用戦

略を見える化する

投資家や金融機

関から適切に評

価される

更なる知財・無

形資産への投資

に向けた資金の

獲得につながる

知財・無形資産

の投資・活用戦

略を実行し企業

の価値が向上す

る

1 2

4 3

✓企業価値担保権の創設等を内容とする「事業性融資の推進

等に関する法律」 が2026年5月25日に施行

事業の将来性に基づく融資のための新たな選択肢として期待されている

知財金融事業の目的



知財金融事業の支援概要

知財ビジネス報告書の作成・提供を通して、中小企業の金融機関との関係性との関係性
強化ないしは企業価値向上を後押しします

知財専門家等による

知財ビジネス報告書
の作成・提供を通して

支援を行う

知財に裏付けされた中小

企業の強みをわかりやすく

可視化するための機会を提

供します

事業構想の
理解

実行計画の
理解

....

経営資源
アップデート

適切な事業性評価
に基づく投融資等

設備投資、

研究開発の
促進

事業拡大
企業価値向上

知財に着目した
事業競争力の分析

中小企業の

成長サイクル

知財金融における金融機関の果たす役割

本事業における支援内容

中小企業の目指す姿の

実現に向けた、知財を活

用した経営戦略の方向

性を可視化する機会を

提供します

投融資等の支援実行の判

断に資する、具体的な事業

実行計画（将来CF等）を

可視化機会を提供します



知財ビジネス報告書

保有する知財に裏付け
された事業競争力

保有する知財
（強み）

知財を活用した経営戦
略の方向性

知財活用

による事業構想

目指す姿実現に向けた
解決すべき事業課題

知財に着目した

事業課題

事業計画遂行に向けた

実行プラン（投資計画
含む）

実行計画

金融機関からの投融資等に基づく中小企業の成長（企業価値向上）を

加速化させるための、金融機関と中小企業の関係性強化を支援する

知財ビジネス報告書の活用シーン

知財ビジネス報告書は、本業支援や将来的な資金調達や融資を目指し、金融機関と中
小企業の関係性強化に向けたコミュニケーションツールとしての活用が期待される

金融機関の主な利用シーン

✓取引先の事業成長ポテン

シャルを客観的に把握し融

資を検討するための参考資
料として活用

✓融資稟議を通すための、詳

細の事業計画の作成のため
の参考資料として活用

事業性評価融資

本業支援

✓将来的な融資を見据えた、

取引先の事業構想を後押し

するためのビジネスマッチング

（販路紹介、協業先紹介

等）や支援機関紹介等の

支援検討のために参考資料
として活用

中小企業の主な利用シーン

✓事業促進に向けた投資のた

めの資金獲得に向けた金融

機関との対話の参考資料と
して活用

✓経営戦略実行支援を支援

機関等に申請・相談するため
の参考資料として活用

金融機関や支援機関との対話

今後の事業戦略検討

✓技術やノウハウなどの知的財

産を核とした事業の差別化

要素や課題、について棚卸し、

今後の経営改善や事業戦

略を検討するための参考資
料として活用

As Is
自社の強み

（知財・無形資産）

To Be
将来の目指す姿

(経営戦略・方針)

企業価値向上に向けた
経営戦略ストーリー



＃ 考え方 項目 概要 狙い

1

企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
経
営
戦
略
ス
ト
ー
リ
ー

過去

～現在

企業概要

（As-Is）

事業概要・経営方針

知的財産（強み・壁）を

いかにして生み出し蓄積し

てきたかについてストーリー化

2 事業実績

3

強み・壁

事業の核となる

知的財産

（As-Is）

事業への貢献内容（製品サービス上の位置づけ等）

4 保有知財の分析・評価

5

現在

～将来

現状の

ビジネス状況

（As-Is）

事業環境分析（３C分析、SWOT分析等）
現状のビジネスにおける課

題を分析する
6 現状の課題

7
知財を活用した

経営戦略策定

に向けて

（To-Be）

マーケットイン型での課題解決の方向性、事業目標
経営戦略策定に向けたイ

ントロダクションを提供する
8 必要な経営戦略リスト、戦略検討に向けた検討論点

9 ビジネスモデル（経営デザインシート、ビジネスモデルキャンバス等）

10

知財を活用した

経営戦略

（To-Be）

知財戦略（権利化方針、技術保護方針等）

ビジョンの実現に向けた計

画やファイナンスニーズの時

期/規模を明確化した経営

戦略のストーリー化

11 販売・市場開拓戦略（STP分析、マーケット開拓方針等）

12 量産化・生産性改善戦略（自動化・DX化等）

13 財務戦略（資金使途、必要金額、調達方法、時期等）

14
事業（実行）

計画（To-Be）
アクションプラン、数値計画、将来キャッシュフロー予測

知財ビジネス報告書の基本構成

知的財産を活用してどのように企業価値向上に繋げていくかのストーリーについて、将キャッ
シュフロー予測も見据えて検討し、知財ビジネス報告書を作成・提供した

定性的な

経営戦略検討

定量的な

経営戦略検討

9

企業の事業計画

検討状況や、ご

提供頂ける財務

情報等に応じて
作成範囲を検討



知財ビジネス報告書の作成支援を行う専門家には、知財のみならず、財務をはじめとした
事業に関する知見も重要であり、セミナーを通してスキル習得の機会を提供した
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令和5年度まで 令和6年度以降

主に提供する

報告書
知財ビジネス評価書 知財ビジネス報告書

主な内容
中小企業の知財・無形資産などの
強みを可視化するための知財分析

中小企業の持つ知財を起点とした

将来の目指す姿をまとめることによる

企業価値向上に向けた経営戦略ストーリー

＜専門家に求められる要件＞
知財ビジネス報告書の作成支援のためには、知財だけではなく、財務をはじ

めとする事業に関する知識も求められるようになっています

セミナーを通してスキル習得の機会を提供

一部の専門家からは本年度の知財ビジネス報告書の作成にもご関与※

※知財ビジネス報告書の作成支援を行う中小企業の事業領域や地域性に合致した専門家にサポート頂きました



本年度の具体的な取り組みとしては、44件の知財ビジネス報告書の作成支援および、専
門家セミナーを実施しました

実施内容

2025年 2026年

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

公募

知財ビジネス報告書

の作成・評価

専門家セミナー

報告会

公募

作成・評価

準備

知財ビジネス報告書の作成・
提供およびその検証

知財ビジネス報告書の作成を支
援する専門家に向けたセミナー

知財ビジネス報告書の作成

支援を希望する金融機関・
中小企業を公募

11



本年度の成果



採択企業の詳細（応募受付順）

本年度は44件の知財ビジネス報告書作成支援を行いました

＃ 金融機関 中小企業

1 百五銀行 サンユー技研工業株式会社

2 東京信用金庫 有限会社築地にっしん太助

3 百五銀行 アルコ株式会社

4 しまなみ信用金庫栗原支店 宇治園製茶株式会社

5 百五銀行 株式会社ナベル

6 尾西信用金庫 株式会社イル

7 山陰合同銀行 PuREC株式会社

8 静岡県信用保証協会 村田工業株式会社

9 第一勧業信用組合 株式会社バイトム

10 大地みらい信用金庫 有限会社ラ・レトリなかしべつ

11 巣鴨信用金庫 株式会社フジメカニック

12 巣鴨信用金庫 日本特殊光学樹脂株式会社

13 巣鴨信用金庫 株式会社渋谷光学

14 百五銀行 株式会社タイセイプラス

15 多摩信用金庫 株式会社中村工業

16 群馬県信用組合 内外機工有限会社

17 千葉信用金庫 株式会社アクセル

18 姫路信用金庫 株式会社横尾商店

19 島根銀行津田支店 株式会社まつえペイント

20 長野県信用組合 株式会社マルエー

21 多摩信用金庫 株式会社オキシキャリア

22 高崎信用金庫 有限会社高崎保安機材

＃ 金融機関 中小企業

23 朝日信用金庫 株式会社ベックス

24 朝日信用金庫 株式会社梅園

25 きらぼし銀行 株式会社GOURIKIコーポレーション

26 百五銀行 株式会社鈴工

27 百五銀行 小橋電機株式会社

28 伊予銀行 株式会社wead

29 伊予銀行 株式会社マルヤス

30 長野県信用組合 ナカムラマジック株式会社

31 豊和銀行 株式会社木下築炉

32 第一勧業信用組合 株式会社JFR

33 第一勧業信用組合 株式会社Nebraska

34 尼崎信用金庫 株式会社武田晒工場

35 尼崎信用金庫 株式会社トップ

36 尼崎信用金庫 成光精密株式会社

37 尼崎信用金庫 光研化成株式会社

38 尼崎信用金庫 株式会社サンナノテクノロジー

39 長野県信用組合 南信州菓子工房 株式会社

40 但陽信用金庫 verbal and dialogue 株式会社

41 多摩信用金庫 株式会社セイコーウェーブ

42 伊予銀行 株式会社テクノマジック

43 アイオー信用金庫 株式会社里源

44 瀬戸信用金庫 富士凸版印刷株式会社
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本年度の44件の内訳

本年度は44件の知財ビジネス報告書作成支援を行いました

製造業 小売業 情報通信業 サービス業 その他 合計

32 1 1 2 8 44

【中小企業の業種内訳】

【金融機関の属性内訳】

地方銀行
第二

地方銀行
信用金庫 信用組合

政府系金

融機関

信用保証

協会
その他 合計

応募数 11 2 22 8 0 1 0 44

応募数
（ユニーク数）

4 2 10 4 0 1 0 21

作成数 計44件

14



本年度知財ビジネス報告書作成に関与した事務所一覧（順不同）

本年度は新規専門家14名を含めた、計25の専門家に知財ビジネス報告書作成支援に関
与頂きました

# 事務所名

1 デロイト トーマツ弁理士法人

2 IP Valuation特許事務所

3 鈴木国際特許事務所

4 株式会社IA Beacon

5 OEK弁理士事務所

6 明和綜合特許デザイン事務所

7 株式会社公陽堂

8 株式会社工業市場研究所

9 明立特許事務所

10 弁理士法人C&N

11 セリオ国際特許商標事務所

12 前田特許設計事務所

13 TWING知財・経営支援事務所

15

# 事務所名

14 宮崎知的財産事務所

15 袖ケ浦特許事務所

16 アイレクス国際特許事務所

17 来栖国際特許事務所

18 はなまる特許事務所

19 クオンツコンサルティング

20 正林国際特許事務所

21 プレイヤーズオフィス太陽と月

22 鷹津中小企業診断士・弁理士事務所

23 箱守法律事務所

24 古谷国際特許事務所

25 こだま国際特許商標事務所



知財の貢献内容や知財の詳細に関する金融機関アンケート結果

As-Isパートにおいては、例年同様に金融機関から高い満足度が得られました

保有知財における事業への貢献内容や製品サービス上の位置

づけに関する理解が深まった
①

保有知財に関する（知財の分析・評価に関する）理解が深

まったか

◼ 金融機関からの主なコメント

• 「知的財産に関する権利は保有していない企業であったが、どの無形資産を

どのように評価するのか、という着目すべき点の理解が深まった。」、「知財分

析における分類マップにおいて、同社の各分野のノウハウが同業他社と比較し、

どの程度強みであるのかを特に理解が深まった。」、「ヒアリングや見学だけで

は理解できない、専門性が高い部分まで理解することができた。」等の意見が

挙げられていた

②

65%

35%

0% 0% 0%

5.とても深まった 4.概ね深まった

3.どちらともいえない 2.あまり理解は深まらなかった

1.全く理解は深まらなかった
（回答数：34件）

47%

50%

3% 0% 0%

5.とても深まった 4.概ね深まった

3.どちらともいえない 2.あまり理解は深まらなかった

1.全く理解は深まらなかった
（回答数：34件）

◼ 金融機関からの主なコメント

• 「業界環境を踏まえた現状・今後のポジショニングや特有のノウハウ、課題が

明確になることで理解が深まった。」、「保有する設計力や加工技術が、どの

製品・サービスでどのように活用され、競争力の源泉となっているかが整理され

ており、事業への貢献内容の理解が深まった。特に、顧客の要望に応じた設

計提案力と製造対応力が取引継続につながっている点が明確になった。」等

の意見が挙げられていた

16



知財を活用した経営戦略に関する金融機関アンケート結果

To-Beとして事業構想を可視化するパートにおいても、引き続き高い評価が得られました
今年度からAs-IsからTo-Beへのストーリーを意識したことで、理解度も高まったと考えられます

今後の経営戦略や戦略検討に向けた検討論点への理解が深

まったか

◼ 金融機関からの主なコメント

• 「今後の経営戦略を検討する上での論点が整理されており、検討すべき方向

性が明確になった。特に、知財をどのように活用して事業成長につなげるかと

いう視点は有益である。」等の意見が挙げられていた

• どちらともいえない理由として、「市況が悪化している中での経営戦略検討と

いう面ではもう少し具体性を持った戦略提示が必要である」と挙げられていた

③
将来的なビジネス戦略（=ビジネスモデルキャンパスの内容

等）に関する理解が深まったか

◼ 金融機関からの主なコメント

• 「将来的な事業展開やビジネスモデルの方向性が示されており、一定の理解

は深まった。既存技術を活かした成長戦略は妥当であると考えられるが、実

現性を高めるためには市場性や採算性の検証、外部環境変化への対応が

今後求められる。」等の意見が挙げられていた

• どちらともいえない理由として、「より知財面での方向性がわかるとよいと感じ

たため」との意見が挙げられていた

④

41%

56%

3% 0%0%

5.とても深まった 4.概ね深まった

3.どちらともいえない 2.あまり理解は深まらなかった

1.全く理解は深まらなかった
（回答数：34件）

41%

56%

3% 0% 0%

5.とても理解が深まった 4.概ね理解が深まった

3.どちらともいえない 2.あまり理解は深まらなかった

1.全く理解は深まらなかった
（回答数：34件）
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ファイナンス支援や本業支援へのビジョンに関する金融機関アンケート結果

ファイナンス支援や本業支援に関するビジョンが見えた案件も創出することができたことから、
昨年度から注力しているTo-Beに関する内容の充実化による成果に繋がったと考えられます

金融機関として、投融資等のファイナンス支援へのビジョンが見

えたか

◼ 金融機関からの主なコメント

• 「今後事業を発展させていくために、どのような課題を解決していく必要がある

ことが理解でき、投資の時期に合わせて融資提案が可能であることから支援

の展望が見えた。」等の意見が挙げられた

• ファイナンス支援のビジョンはあまり見えなかった理由として、「当社の課題は投

融資に直結する内容ではないと考えており、新事業においても投融資の必要

性、定量的な収益面への効果が見えづらかった。」等が挙げられた

⑤
金融機関として、本業支援=「2-12.ファイナンスの支援」以外

の支援）についてビジョンが見えたか

◼ 金融機関からの主なコメント

• 「海外展開支援について、外部専門家の支援をうけるためのサポートをするこ

とや、製品のブランディングのためクラウドファンディングの利用提案などが考え

られ、ビジョンが明確となった。」等の意見が挙げられた

⑥

18%

57%

18%

7%

0%

5.ファイナンス支援のビジョンが明確に見えた

4.ファイナンス支援のビジョンが概ね見えた

3.どちらともいえない

2.ファイナンス支援のビジョンはあまり見えなかった

1.ファイナンス支援のビジョンは全く見えなかった
（回答数：34件）

26%

74%

0% 0% 0%

5.本業支援等へのビジョンが明確に見えた

4.本業支援等へのビジョンが概ね見えた

3.どちらともいえない

2.本業支援等へのビジョンはあまり見えなかった

1.本業支援等へのビジョンは全く見えなかった
（回答数：34件）
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肯定回答率

75%
肯定回答率

100%



参考事例①

次年度以降のファイナンス支援・本業支援の実行に繋がる可能性が見えた事例の一部を
紹介します

中小企業 株式会社ナベル

19

報告書

作成目的

金融機関 百五銀行

医療及び産業用ロボット分野の事

業で培ったジャバラ製造ノウハウを活

かし、新規事業である高性能フィル

ター事業の立ち上げ・拡大にあたって

の事業計画を知財の視点を活用し

て整理し、開発・設備投資計画を含

めた将来CF予測も含める形で知財

ビジネス報告書として取りまとめを

行った

主な成果

✓報告書内で整理した将来CFの達成度合いに応じた適切なタイミングでの新事業立上げの支

援検討(ファイナンス支援等)が可能になるとの評価を金融機関からいただきました

✓自社分析の客観的資料として活用できると共に、この事業で整理した内容を踏まえた新規商

談機会が進んでおり、大変参考になったとコメントをいただきました



参考事例②

次年度以降のファイナンス支援・本業支援の実行に繋がる可能性が見えた事例の一部を
紹介します

中小企業 渋谷光学

20

報告書

作成目的

金融機関 巣鴨信用金庫

光学部品の受託設計で培ったノウハ

ウを応用し、新規事業であるレーザー

ガラス切断／穴あけ装置事業を立ち

上げるにあたって、新事業の客観的

な評価をもとに経営戦略をまとめ、

今後の戦略実行の準備を行うために

知財ビジネス報告書を取りまとめた

主な成果

✓事業者のビジネスモデルや強みがまとまっているため、本報告書を基にした事業者との継続した

対話が可能になり、事業拡大に向けたビジネスマッチング等の支援を検討できるとの評価を金

融機関からいただきました

✓新規事業において知財との関係性が明確になり、最適な経営戦略を考える上で参考になった

とコメントをいただきました



参考事例③

次年度以降のファイナンス支援・本業支援の実行に繋がる可能性が見えた事例の一部を
紹介します

中小企業 バイトム

21

報告書

作成目的

金融機関 第一勧業信用組合

自社知財を活用した3次元マッピン
グスキャナおよびソフトウェアの事業の

立上げ・拡大を目指す中で、新規市

場・取引先へのアプローチ及び事業

推進、組織・開発力強化に必要な

資金調達のために知財ビジネス報告

書を取りまとめた

主な成果

✓これまで理解が難しかった事業内容が分かりやすく整理されていたことで事業の理解が深まり、

今後の支援(販路開拓やファイナンス支援等)の検討材料とすることができると金融機関から評

価をいただきました

✓当社の持つ製品の概要や強みを基にした事業課題が分かりやすく整理できており、戦略の全

体像やロードマップが提示されていることで、マクロ視点で分かりやすいとコメントをいただきました



参考事例④

次年度以降のファイナンス支援・本業支援の実行に繋がる可能性が見えた事例の一部を
紹介します

中小企業 南信州菓子工房

22

報告書

作成目的

金融機関 長野県信用組合

ドライフルーツの商標や製造ノウハウ

の保護・活用方針を明確化、海外

展開や新商品の差別化戦略の策定、

知財管理体制の整備や取引先、

パートナー企業への説明など、事業拡

大に向けた経営戦略実行の参考資

料として活用するために知財ビジネス

報告書のとりまとめを行った

主な成果

✓今回の支援を通して今後の開発やブランディング等の方向性が明確になったことにより、INPIT

の支援を得ながら、ブランディング支援をはじめとしたファイナンス支援等の検討が可能となった

との評価を金融機関よりいただきました

✓第三者的な評価をいただいたことにより、特にブランド化の検討に向けて、金融機関との事業の

相談への活用が可能となったとコメントをいただきました



参考事例⑤

次年度以降のファイナンス支援・本業支援の実行に繋がる可能性が見えた事例の一部を
紹介します

中小企業 Nebraska

23

報告書

作成目的

金融機関 第一勧業信用組合

昨年度作成した知財ビジネス報告

書からさらに無人営業化ソリューショ

ンの強み・弱みを深掘りし、事業計

画に落とし込むことで、書店をはじめ

とした現状のビジネスからスーパーなど

の他業界へ事業展開し、成長するた

めの資金調達を見据えて、知財ビジ

ネス報告書を取りまとめた

主な成果

✓開発計画に基づく将来CFを含めた事業計画への落とし込み、今後の事業拡大プランが明確に

なったことで、事業計画の進捗を確認しながら融資等の支援の検討に活用できると金融機関

からの評価をいただきました

✓企業としても昨年度からの継続支援により、事業計画上の安全性の見直しにつながったとのコ

メントをいただきました



参考事例⑥

次年度以降のファイナンス支援・本業支援の実行に繋がる可能性が見えた事例の一部を
紹介します

中小企業 築地にっしん太助

24

報告書

作成目的

金融機関 東京信用金庫

JETCHEF容器に関する特許技術をは
じめとする商標、製造ノウハウ、販売

手法といった知的財産がどのように

価値創出しているかを第三者視点で

整理・評価することで、海外展開を

含む今後の事業拡大に向けた経営

戦略の参考とするために知財ビジネ

ス報告書を取りまとめた

主な成果

✓海外展開を含む今後の事業展開が明確になったことで、事業展開を踏まえた適切な外部専
門家との連携などによる支援(ファイナンス支援等)が可能になりうるとのコメントを金融機関から
頂きました

✓保有知財を「事業価値を高める資産」として整理でき、今後取るべき戦略の優先順位が明確

になったとコメントをいただきました



参考事例⑦

次年度以降のファイナンス支援・本業支援の実行に繋がる可能性が見えた事例の一部を
紹介します

中小企業 セイコーウェーブ

25

報告書

作成目的

金融機関 多摩信用金庫

非破壊検査業務用３Ｄ計測装置

の競合との差別化要素を明確にし、

ハードウェアの仕入れ価格の高騰な

どの事業環境変化に対応するための

事業推進、協業先の探索や将来的

な技術開発の資金調達のための参

考資料とするために知財ビジネス報

告書を取りまとめた

主な成果

✓事業目標達成に向けた現状の課題解決の方向性が具体的に示されており、ビジネスマッチン

グにおける参考資料をはじめとする事業性評価の一部として活用できうるとの評価を金融機

関よりいただきました

✓経営課題の分析や競合・顧客企業の特定などにより、事業目標達成に向けての具体策が明

確になっていると評価をいただきました



専門家セミナーについて



プログラム概要およびその狙い

専門家セミナーには317名/389名(申し込み数)が参加し、知財ビジネス報告書作成支援に
向けた必要スキル習得のきっかけを提供しました
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2025年8月5日(火)15:00-16:30オンライン（Teams）にて専門家セミナーを開催

プログラム

ナレッジシェア①

知財ビジネス報告書に必要な

基本的な財務知識

実施内容

➢ 事業状況を理解するための損益

計算書やキャッシュフロー計算書な

どの財務情報の基本的な読み方

➢ 財務情報からの、強みや事業課

題抽出に向けた着眼点を学ぶた

めのケーススタディ

背景 /狙い

金融機関を読み手と想定した知財ビ

ジネス報告書では、理想的には知財

を核とした事業の財務インパクトの可

視化が求められる
※財務の専門知識を持つ人材と連携することを想定

ナレッジシェア②

知財ビジネス報告書に必要な

基本的な中小企業支援手法

➢ 中小企業支援における信頼関係

構築のポイント

➢ 事業と知財の繋がりを整理し、事

業課題抽出に繋げるケーススタディ

知財ビジネス報告書にて、将来像を

描くにあたっては、まず中小企業の事

業課題を適切に把握する必要がある

知財ビジネス報告書の作成支援に求められる財務基礎知識や

事業課題抽出に向けたポイントについて、財務や事業の専門家から発信



専門家セミナーの参加者概要

専門家セミナーには317名/389名(申し込み数)が参加し、知財ビジネス報告書作成支援に
向けた必要スキル習得のきっかけを提供しました
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弁理士

261人（82%）

中小企業診断士

14人（5%）

その他

42人（13%）

参加者属性

民間企業

10人（23%）

INPIT

6人（ 13%）

発明協会

3人（7%）
金融機関

3人（ 7%）

商工会議所

1人（3%）

その他

20人（ 47%）

その他内訳

2025年8月5日(火)15:00-16:30オンライン（Teams）にて専門家セミナーを開催



セミナー参加者に対する質問の回答結果

内容について好評頂くと共に、セミナー参加者の中からも、本事業関与に手を挙げて頂き、
具体的に14名の専門家の方に本年度の知財ビジネス報告書の作成支援に関与頂いた
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41%

49%

9%

1%

そう思う

ややそう思う

ややそう思わない

そう思わない

43%

45%

11%

1%

そう思う

ややそう思う

ややそう思わない

そう思わない

63%

28%

6%

3%

そう思う

ややそう思う

ややそう思わない

そう思わない

基礎的な財務情報から、事業の強みや課題に

あたりをつける方法についてイメージが湧きましたか？

中小企業とのコミュニケーションから、知財と事業の繋がりを整理し、事業
課題を抽出する方法についてイメージが湧きましたか？

今回のセミナーを通して知財ビジネス報告書の作成に

携わりたいと思いましたか？

新たに14名の専門家に本年度関与頂き、
知財金融を支える専門家の拡充に繋げることができた



おわりに



• 令和8年度についても、引き続き知財ビジネス報告書の作成

支援や専門家セミナーを予定しております

• 詳細は知財金融ポータルサイト（https://chizai-

kinyu.go.jp/）に順次公開いたしますのでご確認ください

• 本事業にご関心のある、金融機関・中小企業・専門家・支

援機関の皆様につきましては是非ご活用いただけますと幸い

です
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https://chizai-kinyu.go.jp/
https://chizai-kinyu.go.jp/
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